
”
第

責

聞

212子  谷ん九年 十1月 1日 発行
任若 )ヒ郷里違合地域づ くり協議会

合先 ,ヒ郷里まちづ くリセンダー

十
月
五
日
、
六
日
、
北
郷
里
フ
エ

ス
テ
イ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

好
天
に
恵
ま
れ
、
会
場
に
は
各
自
治

会
や
地
域
づ
く
り
協
議
会
の
模
擬
店

や
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
が
並
び
、
多

く

の
家
族
連
れ
で
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。

館
内

で
は
サ
ー
ク
ル
活
動

の

成
果
の
作
品
が
展
示
さ
れ
、
ス
テ

ー
ジ

で
は
束
中
学
校

の
ブ
ラ
ス

バ
ン
ド
部
の
演
奏
を
皮
切
り
に
、

太
極
拳
、
民
謡
、
居
合
道
の
サ
ー

ク
ル
の
皆
さ
ん
に
よ
る
発
表
、
陽

だ
ま
り
２

ｎ
ｄ
さ
ん
、
小
林
未
奈

さ
ん
に
よ
る
ラ
イ
ブ
シ
ョ
ー
、
岬

ゆ
り
子
さ
ん
に
よ
る
歌
謡
シ
ョ

ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

フ
ェ
ニ
伊
ギ
ド
ル

整フェスティ,

ま
た
、
ま
ち
づ
く
リ
セ
ン
タ
ーバ ミ

麟

愛
一常

塵

避
難
時
に
ガ
ラ
ス
に
よ
る
け

が
で
避
難
が
遅
れ
る
可
能
性
が

あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

最
後
に
、
『
非
常
持
ち
出
し
』

の
準
備
、
内
容
物
の
確
認
は
日

頃
か
ら
し
て
お
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し

た
。
各
自
リ

ュ
ッ
ク
等
に
必
要

な
食
料
や
生
活
用
品
の
準
備
、

通
帳
等
、
当
座
の
生
活
に
必
要

な
品
目
の
準
備
を
し
て
お
い
て

ほ
し
い
と
の
こ
と
で
す
。

災
害
時
に
は

『
ま
ず
自
分
の

命
は
自
分
で
守
る
』
、
そ
し
て
家

族
の
命
、
余
裕
が
あ
れ
ば
隣
近

所
の
方
を
進
ん
で
助
け
に
い
く

と
い
う
こ
と
で
す
。
今

一
度
家

族
で
防
災
に
つ
い
て
話
し
合

っ

て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

前

の
模
擬
店
で
は
餅

つ
き
を
は

め
、
そ
れ
ぞ
れ
お
目
当
て
の
食

物
を
求
め
て
、
た
く
さ
ん
の
人

に
ぎ
わ

っ
て
い
ま
し
た
。

※
当
日
写
し
た
写
真
は

内
に
て
展
示
し
て
い
ま
す
。
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九
月
二
十
五
日

（水
）
夜
、

郷
里
ま
ち
づ
く
リ
セ
ン
タ
ー
に

て

『
防
災
講
座
』
が
長
浜
市
防
災

危
機
管
理
局
職
員
の
方
２
名
を

講
師
に
お
招
き
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

冒
頭
、
講
師
の
方
か
ら
最
近
の

長
浜
市
、
米
原
市
で
の
水
害
、
土

砂
災
害
、
竜
巻
に
つ
い
て
の
説
明

が
あ
り
、
改
め
て
そ
の
実
態
を
知

つ
て
驚
き
、
ま
た
災
害
の
恐
ろ

さ
を
身
に
染
み
て
感
じ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
地
震
災
害
に
つ
い

心
得
て
お
く
べ
き
３

つ
の
ポ

ン
ト
を
説
明
し
て
い
た
だ
き

し
た
。

ま
ず
は

『家
具
を
し
つ
か
り
固
一

定
す
る
』
こ
と
。
地
震
時
に
は
室
一

内
で
、
家
具
の
下
敷
き
で
犠
牲
に

な
る
こ
と
が
多
く
、
家
具
を
固
定
一

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
の

指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

二

つ
目
に
就
寝
時
に
は
近
く
一

に

『
靴
』
を
準
備
し
て
お
く
こ
生

が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
し
た
。 ヒゴ
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史
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課
主
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牛
谷
好
伸
氏
　
講
演
要
旨

横
山
に
残
る
古
墳

ま
す
。
【茶
臼
山
古
墳
】

（県
指
定
史
跡
）
四
世
紀
代

横
山
丘
陵
北
端
に
築
か
れ
た
全
長

約

‐００

ｍ
の
前
方
後
円
墳
で
す
。
北
側

か
ら
見
る
と
円
墳
の
よ
う
に
見
え
ま

す
が
、
昭
和

１４
年

（Ｓ
毬
）
の
調
査

に
よ
り
、
前
方
後
円
墳
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。

過
去
に
、
レ
ー
ダ
ー
探
査
が
行
わ

れ
、
主
体
部

（堅
穴
式
石
室
な
ど
）

が
２
つ
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
現
在
も
登
り
道
の
途
中
に
葺
石

（墳
丘
全
体
に
葺
い
た
石
）
が
見
え

ま
す
。
【垣
籠
古
墳
】

（県
指
定
史
跡
）
工
世
紀
後
半

垣
籠
集
落
の
束
側
に
築
か
れ
た
全

長

９０

ｍ
前
後
の
前
力
後
円
墳
で
す
。

現
在
は
後
田
部
が
失
わ
れ
て
い
ま

す
。明

治

１５
年

（“
饂
）
前
後
に
開

横
山
丘
陵
に
は
、
北
端
に
築
か
れ

た
茶
田
山
古
墳
を
は
じ
め
、
山
頂
に

は
横
山
城
が
築
城
さ
れ
て
い
ま
す
。

長
浜
市
内
に
は
、
約
人
百
三
十
件
の

遺
跡
が
存
在
し
、
北
郷
里
地
域
に
は
、

大
塚
遺
跡
の
他
、
上
寺
地
遺
跡
な
ど

多
く
の
遺
跡
が
分
布
し
て
い
ま
す
。

横
山
丘
陵
に
広
が
る
遺
跡
は
、
こ
の

よ
う
な
同
時
代
の
周
辺
の
遺
跡
と
関

係
づ
け
て
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。古

墳
は
、
全
国
に

１０
万
～

２０
万

基
あ
る
と
い
わ
れ
、
一巾
内
に
は

‐９２
件

の
古
墳

・
古
墳
群
が
あ
り
ま
す
。
古

墳
群
は
複
数
の
古
墳
を
ま
と
め
て
呼

ん
で
い
る
た
め
、
一巾
内
に
は

６００
基
以

上

の
古
墳
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
横
山
丘
陵
上
で
は
、
３４
基
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
外
見
で
は
分
か

ら
な
い
古
墳
も
あ
る
た
め
実
際
の
数

は
増
え
る
で
し
ょ
う
。
こ
こ
で
は
、

横
山
丘
陵
周
辺
の
代
表
的
な
茶
田
山

古
墳
と
垣
籠
古
墳
に
つ
い
て
説
明
し

拓
さ
れ
、
鉄
矛
と
花
形
金
具
が
出
土

し
ま
し
た
。
明
治

３５
年

（Ｓ
記
）

に
再
び
発
掘
さ
れ
、
二
間
四
方
の
主

体
部

（石
の
棺
）
が
発
見
さ
れ
ま
し

た
。
中
か
ら
勾
玉
や
占
鏡
等
が
出
土

し
、
宮
内
庁
に
保
管
さ
れ
て
い
ま

す
。古

墳
時
代
も
終
わ
り
に
な
る
と
、

小
規
模
な
古
墳
が
数
多
く
築
か
れ
ま

す
。
そ
の
頃
、
火
葬
の
風
習
や
仏
教

が
日
本
に
入
り
、
そ
れ
ま
で
大
き
な

古
墳
を
作

っ
て
い
た
一災
族
は
、
寺
院

を
建
立
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
市

内
に
も
、
北
郷
里
付
近
に
柿
田
廃
寺

が
築
か
れ
ま
し
た
。
新
し
い
時
代
の

幕
開
け
で
す
。

横
山
丘
陵
周
辺
に
は
数
多
く
の
歴

史
が
眠
っ
て
い
ま
す
（
身
近
に
あ
る

歴
史
を
探
し
に
過
去
の
扉
を
開
い
て

み
ま
せ
ん
か
。
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ま
ち
づ
く
リ
セ
ン
タ
ー

．

の
前
庭
が
大
変
美
し
く

．

な
り
ま
し
た
。　
　
　
　
一

十
月
二
日
（水
）
に
長
浜
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
南
北
郷
里
班
の
み
な

さ
ん
が
ま
ち
づ
く
リ
セ
ン
タ
ー
周
辺

と
北
郷
里
小
学
校
の
前
庭
の
除
草
と

樹
木
の
剪
定
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
夏
の
間
に
茂

っ
て
い
た
草
木
が

切
り
そ
ろ
え
ら
れ
、
す

っ
き
り
と
気

持
の
よ
い
姿
に
な
り
ま
し
た
。
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11月  5日 (火 )よ つといで 午前 9時～ 10時

堀部町ちわら会館

11月

11月

6日

フ日

11月  7日
11月  8日
11月  9日
11月 19日

11月 24日

¬ 1月 29日

(水 )

(木 )

第 3回理事会 午後 7時 30分
アロマワックスサシェづくり

午前 10時～ 12時

青少年育成専門部会 午後 7時 30分
つくし会パ トロール 午後 7時～
北郷里人権のつどい 午前 10時

健康づくり講演会  午前 10時

防犯パ トロール 午後 4時～
よっといで 午前 11時～ 垣籠町会館

(木 )

(金 )

(土 )

(火 )

(日 )

(金 )


